







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































開田に伴う消滅や畦畔化など、現地は幹線道路を意味する「カイタウ」という言葉とは、ほど遠い有様だった。しかし『安永風土記』では、同村上沢にある姉歯宿跡を往古の東海道の宿跡とするように（姉歯村） 、かつては沿道に宿も営まれる、それなりの道路と伝えている。それほどの道路 も関わらず 道筋も定かで くなってしまった原因には、交通環境の変化を受けての の変化や 利用者の減少などが推測さ る。
　「あづまかいどう」衰退の契機を具体的に述べたものに、仙台市
青葉区越路の事例がある。当地の「あづまかいどう」は、元禄八年（一六九五年）頃の成立と推定され、仙台城下を対象にした最古の

























































































は、 南から東北本線・常磐線・仙台空港鉄道 東街道踏切 （写真１）があり その北に位置する木ノ下には、近代以降に制作された道路名を刻んだ石碑が立つ（写真２） 。そして さらに北 ある仙石線沿いには、地下化による連続立体交差事業で撤去 れるまで、東街道踏切が設置されていたという具合に、道路の痕跡が点々と残されている。もちろんこの部分は位置関係 判断して、イとは別物である。
　仙台市街地の「あずまかいどう」はこの二つに留まらない。越路

















仙台市太白区坪沼板橋から境田に けての丘陵上 も「あづまかいどう」 という名の道路が残ることを、 佐藤達夫氏 報告している
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どう」沿道には、古代・中世の史跡が点在し、当該期に道路が機能していたことの傍証とされる。けれども、史跡付近に古代・中世の道路があっ はいえても、史跡の機能し 当時、その道路が「あづまか どう」と呼ばれ、指摘されているよう 役割を果たしていたかは確証がな 。
　ここで疑問となるのは、歴史も経路も異なる不特定多数の道路た
















名称は「とうかいどう」であっても、道路名称は字面こそ違え「あづまかいどう」 と呼称する例が多いため、 件の指摘は一考を要する。もし道路 が東海道に起因するなら、経年による転訛があっても、 「トウ」 の響きを何らかの形で残すはずだが、 実際に 「アヅマ」という読みだから、両者は別物の可能性が高い。
　漢字表記の揺れは、まず名称が先行し、恐らく江戸時代に、地誌
や村絵図の制作などがあった際、道路名を漢字表記する必要 迫られ、資料を提出する個々の土地で、音に基づ て漢字 当てられた経緯を想像させる。だから漢字表記が統一されて ないの 。この間、あるものに「東海道」という字 与えら たために、地域名称と 混合が起きたのではな ろう 。
　確かに太平洋岸を北上してきた海道との絡みで道路名を説明する
のは、 太平洋岸に比較的近い宮城県南部では、 説得力 あったろう。けれども さらに北方の内陸部に当たる、先の奥州市の事例もの範囲に入れるのは、距離的にも位置的にも離れている。
　「あづま」 （ 「あずま」 ）という言葉を『日本国語大辞典』で引い
てみよう。まず都から東 方の諸国の称とあり、東国とし 、広くは東海道・東山道以東の陸奥国までを含んでいたが 奈良時代以降は次第に現在の関東地方を指すよう なっていったとある。もっとも仙台藩士 よる自藩関連の著作に、 『東藩事物紀源』 （玉虫尚茂著）や 『東藩野乗』 （小野寺鳳谷著） などの題名 持つものが ように陸奥国を「あづま」の一部とする意識は江戸時代 も生きていた。そこで「あづまかいどう」とは、ちょうど中世の奥（州）の主要幹
線道路が「奥大道」だったように、あづま（＝東国）の主要街道と目されての命名という仮説が提示できる。
　なお、同じ「あづま」の一隅をなす群馬県の南東部には、 「あづ












きる。 『安永風土記』によると、岩手県一関市にあった「東海 跡」は坂上田村麻呂が通過したといい（赤荻村） 、宮城県白石市の「うるい峠」は源義経の陸奥下向時の吾妻海道だったという具合に（郡山村） 、彼の地から訪れた著名人が登場する。あるいは史料③の路の沿道にある杉の老樹は認
ヤタテノスキ
鏃小杉と呼ばれ、藤原秀衡の上京伝説








と訓じるように、 「あづまかいどう」 足跡を印した人たちの出発地とされた都周辺の人々にとり、陸奥国は道路の最果 の土地に終始した。通信や交通手段の未熟な時代、物理的な距離の遠さは、政治経済に始まり文化や学術など ゆ 分野における都からの距離の遠さを意味した。距離が生み出す との物理的・精神的な時間差や、 両者に起因する種々の差異は 風習や言葉の違いも相 って、陸奥国を辺境の後進 する認識と、これに起因す 二つの意識、優越感と劣等感の形成の母胎 なった。 ち前近代では 中央 優越感と地方の という図式が目立つ。
　菅原孝標女による『更級物語』は、冒頭に「あづま路の道のはて





地方を旅した古川古松軒は、道中の記録を『東遊雑記』としてまとめている。そこでは東北地方を「辺土」 ・ 「辺鄙」とし、現地の事物を「人物・言語も至って悪しく」 （田島） 「夷風の残りし者」 （鶴岡）などと酷評する箇所が目立つ。彼の価値基準の一つは、 「言語もこれまでと違いて中国の言語に似 よ 」 （本莊） ・ 「上方筋の城下と違いて見ぐるし」 （秋田）というように、自分の故郷 中国筋や上方の文物に置かれていた。そしても 一つが 帰途通過した常陸国新治郡府中（茨城県石岡市）での、 「水戸 りの街道筋はよき道にて往来も繁く、江戸に近き土地ゆえ、万事よく似て俗ならず」という記述が示すとおり、江戸 の距離だった
　古松軒の目に珍奇に映った文物や言葉は、内容の優劣ではなく、
自分にとって馴染みの場所である中国筋、そして先進地だった歴史を持つ上方、目下の列島 実質的な中心地である江戸から隔土地のものという、単にそれだけの理由で、未開で劣等なものと評価されていた。だからこそ 「秋田・津軽の辺鄙の悪所」 のもっと先、津軽海峡を越え 松前や江差町 、想像とは異なる非東北的な風景が広がることに彼は驚く。古松軒が江戸以北で 最高の土地とする両地は、上方との交流が盛んで 上方 ヒトや言語が入り込み、それが東北・北海道における異界を作り出していた だった。
　菅原孝標女もそうだが、古松軒が地方を評価する基準は、突き詰










道具こそ、両者を結ぶ幹線道路だった。それゆえ中央に通じる道路の有無は、土地を評価するための一 の物差しとなった。どころか道路は里程によって中央との距離を客観視でき、 の数字 もって余所との具体的な比較を可能と だけに 非常 有効な物差しだった。
　従って中央と連絡する道路 有無は、地域評価の重要な項目とな








は高まるが、そのぶん現地では、中央とは何かを自問する機会が増える。自らの繋がる対象が本当 中央の名に値する 否かは、己の正当性や優位性に直結する重要な命題となるからであ 。列島の正当な中心はどこかという問いの前に、征夷大将軍の都市だった鎌倉は、 将軍の国政上の位置づけや由緒、 あるい 都市の歴史において、天皇という列島最高の権威が る京都には及ばない。なにより鎌倉も「あづま」の一隅にある だから 同じ地域にある都市という点で、鎌倉は多賀城や平泉と同列となってしまい、 「あづまかいどう」の目的地としては、特段の利点がない。列島の中央か 離れた土地ゆえ 中心性への希求 、そ 強さが道路の目的地に鎌倉ではく、京都を選ばせたのだった。
　地方における中央への想いの強さは、すでに阿刀田令造氏が大正












　人々は自分の住む土地に、中央と 回路 記憶 見いだし 時に
は創作や再解釈を施し、自己認識と誇りの拠り所とした。先の群馬県の事例では、かつての東山道の記憶は、こ 目的の下に再利用されたのである。道路の目的地であ 京都は、首都として 歴史的正当性では、近世段階における同県の最重要幹線道路が向かう江戸を上回るのだった。旧仙台藩領 「あづまかいどう」もまた、同種の産物であり、来歴も道筋も様々な古道群は この名前 、京都に向かう道路に相応しい 史や物語を与えられ、地域の評価を高める材料となったの る。
おわりに　ここまで検討してきたように、 「あづまかいどう」とは、固有の
時代の特定の道路ではなく、誕生した時代も、目的地も異なる複数の道路の集合体だった。群馬県の事例を参考にすると、様々な道路が「あづまかいどう」の名前の下に集約され、中央と結びつけられたのは、近世以降の出来事だった可能性が高い。自ずと道路を巡る言説には、近世人の中央への心象が投影されていると見做すべきで、当然、目的地や性格など、道路に関する基本的な情報は鵜呑みにできないのである。その意味では、この道路を使って古代や中世を論じて た従来の研究は、新た 研究手法を探 必要があ 。
　しかし、これは歴史資料としての「あづまかいどう」を否定する










ですら、 「我妻海道」 （刈田郡白石本郷） 「東海道」 （宮城郡国分沖通苦竹村） ・ 「吾妻海道」 （桃生郡深谷浜市村） ・ 「あつま海道」 （江刺郡片岡村）のように一定しない。ゆえに本稿では資料に即して話を進める場合を除き、音に基づいて「あづまかいどう」と表記することとする。
（２）
　仙台藩域を対象にした地誌には、明和九（安永元・一七七二年）完



















































































たずねて』 朝日新聞出版、 二〇〇七） 。その め当地の事 ついては、近世以降に他地域の「かまくらかいどう」情報を元に創作された可能性を視野に入れるべきだろう。また、先の仙台市太白区坪沼の「あづまかいどう」についても、同じ理由から他 の「あづまかいどう」の事例を基に、近世以降に誕生した可能性を考えてみ 必要がある。
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